
8

際鷺，第齢38筆丑言）

昭和36年における東京都内の火熱傷死について

東京女子医科大学法医学教室（主任 吉成京子教授）

講師 西
    ニシ

   沢
   サワ

脇和枝・小栗 ワキ   カズ   エ       ナ   グリ

ロ  彰  子  ・ 折 茂 ケ
 グチ    アキ   コ       オリ  モ

東京都監察医務院（院長 吉村三郎博士）

   平  瀬  文  子
   ヒラ     セ      フミ     コ

     東京工業大学

   西  脇    安
  ニシ      ワキ       ヤスシ

（受付  昭和38年9月9日）

備  恵
トモ     ＝

サ 子

         緒  言

 火傷と熱傷とは日常遭遇するものであり，火傷

死や熱傷死が不慮の災害などにより惹起されるの

をみるのは稀ではないが，文明の進歩，工業の発

達と共に，法医学的また公衆衛生学的立干から，

火熱傷およびそれによる死が今後さらに重要な問

題となることは容易に予想されることである．私

どもは火熱傷死の実態を把握するために，東京都

監察医務院の検案書に依り，昭和36年において東

京都内に発生した火熱傷死129例につき解析を行

なったのでそれについて報告する．

     資料の解析ならびに考察

 1一般的要因の解析

 1．死因別（第1図a）：

 死因別により火傷死と熱傷死に分けた．火傷死

とは，火焔または灼熱した物体，たとえば工揚に

おいて灼熱鉄板などに触れることにより惹起され

たものであり，熱傷死は，熱い蒸気または湯，油

等の高熱の液体により惹起されたものである．

 また検案書に焼死と記載されたものは，火災現

揚より第W度火傷，すなわち炭化を伴った死体と

して発見されたものである．その死因が火焔の熱
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第1図 東京都内における火熱傷死（昭和36年）

（a）死因別 （b）種類別 （c）男女別

によるものか，また火災現揚において発生したと

ころのCO中毒によるものであるか剣思し難い点

もあるが，ここでは火傷死中に含めて老えること

にした．そうすると火傷死109例，熱傷死20例で

ある．

 2．種類別（第1図b）：種類別にみると，不

慮の事故によるもの，すなわち災害死121例，自

殺5例，他殺3例であった．熱傷死20例は全て災

害死中に含まれる．自殺5例は全て火傷死であ

り，その内訳は，白灯油に点火して家屋を全焼し

自殺したもの1例，プロパンガスに点火したもの

1例，2000度の熔銑炉に落ちて死亡し，その自・
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他殺の別ははっきりしないが，本入が精神分裂症

であり何度も自殺をはかっているところがら自殺

と推定されるもの1例，橋上で藁にマッチで点火

して焼死したもの1例，2人の子供を道連れにし

て家屋に火を放ち自殺したもの1例である．他殺

は前記2例の他に，妻に濃硫酸をかけられて死亡

した1例の計3例であった．

 3，男女別（第：ユ図。）：男84例，女45例で，

男の：方が女より1．8倍多い．

 4．年令別（第2図）＝0才から10才までが最

も多く33例（全体の25％）あり，次いで20才～30才

の23例，つづいて10才～20才のエ7例があり，30才～

40才の14例，70才～80才の14例がこれに続いてい

る．0才～10才のうちでは，0才より5才までが
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大多数を占め，0才～5才の28例は全体としても

最：も例数が多くなつている．さらにその内訳は，

0才が8例，5才未満が20例であって，漸く歩き

出す頃から幼児期において災害に見舞われること

の多い二とを示していると言えよう．特微あるこ

とは，0才～5才28例中14例が熱傷死であつて，

熱傷死総例数の70％は0才～5才までの時期の災

害に見られることである．やかんの湯などの熱湯

によるものが大部分であるが，小豆煮鍋をひっく

り返したもの1例，味噌？十鍋をかぶったもの1

例，浴室の湯によるもの1例，蒸気アイロンによ

るもの1例がある．また火傷死においても，火

鉢にかぶさつたり，こたつに落ち込んだりして火

傷を負い夙セこ至つたものが多いのを見る．このこ

とは家人のふとした不注意がこれらの災害を惹起

したことを思わせて痛ましいものがある．火鉢の

火による火傷死は80才以上の老入で，立居振舞

いに柔軟を欠くような場合にも見られる傾向があ

り，火鉢又は煉炭の火が着物に撚え移り火傷を負

つている例が多い．

 5．発生月別（第3図）

 発生月別に分類すると，第3図の如く1月，2

月，12月という寒い時期の発生率が高いのは当然

のことと思われる．熱傷死を月別にみると，1月
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第3図 東京都内における火熱傷死（昭和36年）
    月別（斜線の部分は熱傷死）

：1｛列，3月：11列，4月；5例，5月：2例，

6月：1例，7月＝1例，8月：3例，9月：1
例，10月：2例，11月：1例，12月：2例となつ

ている．4月または8月などの暖房の不要となる

時期，もしくは暖房の不要な時期に多くみられる
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       生存時間別

ようである．

 6．発生時間別（第4図）

 発生時間別では，午前0時より午前3時までに

多く発生しており，このことは，火災発見が深夜

熟眠中のため遅れて，致死的火傷を負う率の多い

ことを示していると思われる．

 7．生存時間別死亡者数（第5図）

 次に，受傷後死亡に至るまでの時間（生存時聞）

に従って分類すると，第5図の如くである．すな

わち受傷後1時間以内に死亡せるもの57例，1～

24時間のもの38例，24～48蒔問のもの15例，2日

～8日のもの11例，8日以上生存して死亡せしも

の8例であった．

 II受傷後の時間と死亡速度の関係に関する解

析

 第6図には昭和36年における火熱傷死129例に

ついて，受傷後の時間の経過に従い生存者数がど

のように減少して行くかを示す．この図では受傷

後の時間（日数）に対して生存者数を対数目盛で

記入してある．この図からも明らかなように，こ

れら129例の火熱傷死は死亡速度の異なる4っの

グループに大別することができる．それぞれのグ

ループの受傷後t時間後の生存者数yは下記のよ

うな指数画数で近似される．

            ．塑t
             g．2 V．．．．．．．．．．・・ （1）  第1グループy1；57e
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第6図 昭和36年東京都内における火熱傷死129例について，受傷後の時間の経過に従い，

   生存者数の減少する割引により，死亡速度の異なる4っのグループに分類されるこ

   とを示す．
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受傷後の時間の経過に従い死亡者数の増大する状態を表わす理論曲線（Yd）

と実測値（×印）との比較を示す（昭和36年東京都内129例）

            ．一9；・993r99gt

  第3グループy3＝24e 48               一＋・＋一・・・・…  （3）

           但しtは受傷後の時間数
            ．No，993 t
  第4グループy4＝8e 29               ・・・・・・… 一・・ （4）

            但しtは受傷後の日数

 したがって129例全体としての，受傷後の時間

の経過に従い，生存者の減少する割合は一ヒ記（1）

（2）（3）（4）式の和によって近似される筈である．

一．
T49 一

すなわち，

 Y， ＝57e4’5t十40e－O’07t十24e”O－0144t

          ＋se－o．oolt ．．．．．．．．．（s）

又は，
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  ＋ o．1s6e’O’0144t＋ o．062e－O’OOIt） ．．．．．．（s），

但しtは受傷後の時間数，Y，は受傷後t時冊
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における生存数．

 第6図には片対数方眼紙に上記の理論式による

曲線を示してあるが，第7図には普通：方眼紙に理

論式（曲線）と実測値（×印）とを比較して示す．

 また受傷後の時間の経過に従い死亡者数の増加

する割合は，総数から各時間における生存者数を
引いた値によって示されるので，受傷後の時間

tまでの死亡者数Ydは次式によって与えられる

筈である．すなわち
  Y・＝． 129〔1．｛・・442・一4’5t＋・・31・一〇’07t

   ＋O・・186・’o’0144t＋0・062e－o’oo’t｝〕…（6）

 第8図にはYd式（曲線） と実際の死亡者数

（×印）とを普通方眼紙上に比較して示す．これ

らの図からも到るように，上記の理論式により実

際の生存者数，又は死亡者数が全体としては可成

りよく近似されている．

 上記の如く四つのグループの各々が指数函数で

近似されることは，次のように老えることができ

る．

 すなわち，火傷を負ったある特定の人間がいつ

死亡するかは正確には前もって全く予測すること

ができないのであるが，各グループにつき統計的

にはある時間に平均何人だけ死亡するかという確

率的な表現は可能である．’

 いま短い時聞Atの間に死亡する人間の数をAN

とし，任意の単位時間内に死亡して減少してゆく

燗の面繋一嘉・・淀と仮定す楓
   dt
     ＝一λN………・……・………・……（7）  AN
のような微分方程式で表わすことができる．上式

の負号は減少していくことを示す．またλは死亡

．定数とでもいうべきもので，この値が大きい程，

そのグループの平均生存時間は少ない．したがっ

てλはそのグループの致死障害度に此例した：量と

見なすこともできるだろう．

 さて上式を積分すれば

     コえヒ
  N＝Noe………・……・・…・……………・・（8）

乏なり上記（1）～（4）式の形の式となる．

 但し，上記でN。はt＝o，すなわち受傷前の

生存者数，Nは受傷後t時間における生存数者で

ある．上記のような形の指数画数で表わされる各

グループについては，死亡定数λによって定まる

速度で時間と共に生存者の数が指数画数的に減少

していくことを示す．

 （8）式の両辺の対数をとれば

  loge N＝＝log］ No－lt ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…（c）

となる．したがって時間tを普通目盛に，生存者

数Nを対数目盛にして片対数方眼紙に記入すれば

直線で近似されることになる，このように片対数

方眼紙上で直線で近似されることは，（8）式のよ

うな形の指数函数で表わされる各グループにつ

き，第6図にyユ，y2， y3， y4なる4本の直線で

示されている．しかし，これらが合成されたもの

は片対数方眼紙上でも直線とはならず，例えばこ

の工合全体としての合成されたものはY。曲線の

如く表わされることになる．このような理論的解

析結果に基づき受傷後1時間以内に死亡した57例

（44．2％）を第1グループ，1時間から25時間以

内に死亡した40例（21％）を第2グループ，25時

聞から8日までに死亡した24例（18．6％）を第3

グループ，受傷後9日以上生存した8例（6．2％）

を：第4グループとした．

 また各グループの理論的な受傷後の平均生存時

間tmは，
    S：tRNoe“2tdt 1

       No   ＝ア………’・…・…（10）  tm ＝＝

にて与えられる．すなわち死亡生存時間tmは各

グループの致死障害度を表わす死亡定数λの逆数

で表わされることになる．

 上記各グループの平均生存時間とその逆数とし

ての死亡定数を（10）式により計算された各グルー

プの理論式による平均生存時間および死亡定数と

比較すれば第1表の如くである．但し第1丁目ー

プについては，受傷後死亡までの時間が0分又は

即死と記載されたものが41例も含まれていたが，

実際には0分野いうことはあり得ないと思われる

ので，（1）式で表わされた理論式も受傷後死亡ま

での時間が30分から1時間までのものに重みをお

いて誘導した．したがって第1表にある第1グル

ープの理論的平均生存時間tmおよび死亡定数λ

も，このようにして導かれた（1）式の理論式にも

とずいた値である．これを比較するため同表に掲

一 550 一一



13

第 1 表

1
1Ptループ

1

1

2

3

例数

57 （44．20／o）

40 （21 o／o）

24 （18．60／o）

4 18 （ 6．20／o）

生存時間tの範囲
実測値

平均生存時間 死亡定数
  （tm） 1 （Z ＝ l ／tm）

0＜t≦1時間 13．4分

1時間くt≦25時間

25時間くt≦8日

目日くt＜102日

13．95時間

69，0時間

41，5日

4．5ノ時間

（0．075／分）

0．072／時間

0．0145／時間

0．001／時間
（ 0．024ノ日）

理論値
平均生存時間 死亡定数
 （tロユ）       （2＝ 1 ／tm）

13．3分

14．3時間

69．3時間

41．7日

 4．5／時間
（0．075／分）

0．07／時間

0．0144／時間

0．001／時間
（ O．024！ H）

げられているtmおよびλの数値は，第1グル

ループで受傷後死亡までの時間が10分以下のもの

はたとえ0分と記載されていても一応10分程度と

假定して算出した値であるが，反れら両者の値が

可成りよく一致している点は注目すべきだろう．

 もちろん，0分と記載されたものが実際には何分

かは鋼らない．そこで上記のような解析とは猫心

して0分と記載されたものを一応1分以内と假定

して，受傷後約30分までのものに重点をおいて第

1グルーLプ57例について受傷後の時間の経過に従

って生存者数の減少していく状態を解析すると，
     ロ りま 
  yo＝16t   （1≦t≦40） ……………… （11）

のような巾画数で近似される．

 但し，上式のtは受傷後の時間を分であらわ

したもの，またy。は受傷後t分における第1グ

ループの生存者数を表わす．上記のような巾画

数で近似されることは次のように老えることがで

きる．すなわち，いま短い時問Atの間に死亡す

る人間の数をdNとし，単位時間内に死亡して
減少していく入聞の齢髭祭が（・・武の

場合のように一定ではなく，受傷後の時間tの逆

数に比例して減少してゆくものと二三すれば，

  楽一一一VN一…一・一一一（・2）

のような微分方程式で表わすことができる．但

し，上式でαは定数である．（12）式を積分すれ

ば，受傷後時間tにおける生存者数Nを表わす式

として

     ワ 
  N ・＝ Nlt・………・…・・……・………・……（13）

のような（11）式と同じ形のtの巾画数を得る．

但しNユは単位時間後における生存者数である。

前記（工工）式では時間の単位を分にとってあるの

で，土式のN1に相当する定数は，受傷後単位時

間すなわち1分における生存者数で，この揚合は

C分と記載された41例のものは1分以内に死亡し

たものと假定されているので，Nl ＝ 57－41＝16に

とってある．

 （13）式の両辺の対数をとれば，

  log， N＝一log， Ni－ct log・ t一・・…一・・・・・… （14）

となるので，受傷後の時間tに対して生存者数N

を両対数方眼紙に記入すれば直線で近似される筈

である．（11）式につき，このような両対数方眼

紙上の直線で近似される状態を第9図に示す．ま

た第10図には普通方眼紙上に（工1）式を（D式お

よび実測値と共に此卸して示す．これらの図から

も明らかなように，このような假定のもとでは受

傷後約40分位までは時間の巾函数で可成りよく近

似されることが到る．

 また（7）式と（工2）式を比較してみると（12）

式では（・）式のλが辛となったもの，言蔽え

れば（12）式は（7）式に
  1＝？一・一…・・L一・一・・一・・・・…一…一・一・…一（15）

と置いた式に相当する．すなわち（12）式は（7）式

の死亡定数λが時間と共に変化していく揚合に相

当するものと考えられる．したがって（12）式を

積分した（13）式で初期の生存者の減少の割合が近

似されることは，もし短い死亡採証の記載が正確

なものとすれば，障害度の異なる，すなわち平均

死亡時間の異なる色マなものが混合しているとも

老えられないこともないが，実際には受傷後死亡

までの時間が0分とか数分とかいった記載自体に

おいて，色々な誤差が入っていると思われるの

一551一
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第9図 受傷後1時間以内に死亡せるものを含む第
    1グループ中の早期死亡者群のべぎ函数近
    似（両対数解析）
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第11図 受傷後1時間以内に死亡せるものを含む第

    1グルーーフ。中の早期死亡者群の指数函数近

    似（片対数解析）
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 第10図 第1グループ早期死亡者群の巾函数近以式
     （Y。）と実測値（×印）との比較を示す

で，そのような影響も混入した結果（11）式のよ

うな巾画数で近似されているものと思われる．

 しかし，このような第1グループの初めの部分

を強いて2の一定な（8）式の形の指数函数に分

解すれば，第11図および第12図に示すように

2÷エ／分及び2÷O・021／”nの2っの指数函数をうる．

50

丁

馨40

華，。

順

当20

to

％
45

40

y， ＝s7 e－O・e75t（fi） i t

ガ＝・・θ繊・・一〇・02’亡ぐ系二．30募

            ￥

           1，2et“L．，，

            翌

IO

       受傷後の時球（分〕→

第12図 第1グループ早期死亡者群の指数函数近似

   式（Ylt）と実測値（×印）との比較を示す

  y，，＝soe 一xe’99R t ．．．・一一一一・・・・…t．・・・・・・・… （16）

  yi，＝ 7 e一一gr’illii［L69g t ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． （i7）

 但し，tは受傷後の見掛上の時間を分で表わし

たもの．したがって受傷後約40分ぐらいまでの初

期のものは全体として（16）式および（17）式の

一552一
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和で近似される．

 すなわち，

      ロし     のの  セ

  Y1！＝50e十7e  ………．…一…・・…（18）

 但し，tは受傷後の見掛上の時間を分で表わし

たもの．またYユ「は受傷後t分における第1グ

ループの生存者数を表わす．

 また（16）式および（17）式に対応する平均死

亡時間を（10）式により計算すれば，それぞれ

tm＝：1分およびtm＝48．7：分を得る．すなわち死

亡定数λ÷ユ／：分，およびλ＝o．021／分の2つのグルー

プが混在しているとも老えられるが，（13）式の

巾函数近似の際に指摘したように，短時間の記載

自体に色nな問題を含んでいると思われるので，

むしろ30分以後のものに重点をおいた．（1）式で

第1グループを一応代表させた．このことはさき

にも述べたように，受傷後死亡までの時間を10分

以下と記載されているものも，0分目記載されて

いるものも含めてこれら全体は平均して約10分の

程度と假定していることに相当する．

第2表 種々の年令における身体各部の表面積の割

   合 （全体表面積に対する百分率）

部位
年令

頭  部

躯  幹

両．ヒ肢

両下肢

新生児

180／o

400／o

160／o

260／o

3才

150／o

400／o

1690

290／o

6才

120／o

40％

160／．

320／．

12才以上

60／o

380／，

18e／o

380／o

 III 創傷百分率と火傷度および年令との関係

 前節において分類された死亡速度および平均生

存時間の異なる4つのグループにつき，それぞれ

創傷百分率およびその創傷の程度について検討

し，さらに年令との関係について検討した．

 検案書の創傷記載はかなり詳細なものであるけ

れども，創傷面積についての定量的記載は見られ

ないので，創傷百分率を得るに際しては，創傷記

載を試論してこれを身体各部の表面積の割合にあ

てはめて推定した．体表面積の割合については，火

傷との関係においてもかなり研究されているユ）2）．

私達は第2表3），第13図3）にかかげた「種々の年

賦ユ3図

郭

髪

彦

履

四肢の一部が火熱傷を負った場合の創傷割

合の推定法を示す

令における身体各部の表面積の割合」の表を用い

て，各例の創傷百分率を推定した．すなわちこの

表の百分率値は体前面と体後面の和が全体表面積

に対する割含を示しており，例えば火傷が前胸部

全面に及ぶ揚合には，これは全体表面積の10％に

相当するというように，また四肢の場合には第13

図のようにして推定した．

 また創傷程度の到定は，諸家の法医学書4）5）6）に

見られる如く，第1度火傷は紅斑形成，第皿度は

水庖形成，第皿度は痂皮形成，第N度は炭化を主

とする局所変化に従い，検案書に第1度第皿三等

の記載あるものはその通りに，記載のない揚合に

第3表 平均生存時間の異なる各グループおよび全体の創傷程度別平均創傷百分率
    （カッコ内の数字は標準偏差を表わす）

  創傷程度

クルーフ
1

2

3

4

全体の平均

1

2a／o （ 7）

8％ （14）

70／o （13）

80／． （19）

50／o （12）

1

60／o （10）

270／o （21）

300／o （20）

220／o （25）

180／o （19）

皿

120／o （18）

14e／o （13）

160／o （19）

300／o （35）

159／o （19）

590／． （27）

40／o （10）

20／o （ 6）

oo／o （ O）

280／o （30）

平均

790／o （20）

530／o （ 7）

550／o （21）

600／o （24）

650／o （21）

一 553 一
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第4表 平均生存時間の異なる各グループの創傷程度別例数についての平均創傷百分率

                     （カッコ内の数字は標準偏差を表わす）

  創傷程度

グループ
1

2

3

4

倉q傷程度男u総伽肛

数についての平均

1

140／o （12）

180／o （17）

190／o （15）

330／o （30）

180／e （16）

例数

9

16

9

2

36

五

190／o （14）

270／o （18）

330／o （19）

例数

17

36

22

350／o （23） 5

290／o （19） 80

巫 例数

26e／． （22）

200／o （11）

270／o （19）

480／o （33）

250／． （19）

27

28

14

5

74

610／o （27）

210／o （14）

lso／o （lo）

oo／o （ O）

s40／o （30）

例数

55

8

3

o

66

はその創傷記述により平定して第1度目り第W

度までの創傷程度を分類した．このようにして推

定せざるを得なかった創傷百分率と創傷程度は，

実際の創傷の正確な把握とはなり難い点も生じて

きて，当然誤差も多くなってくると思われる．この

ようにして推定した全体および各グループについ

ての創傷百分率の平均値，および標準偏差を示せ

ば第3表の如くである．第4表は各グループにつ

いて各創傷度め例数で平均をとった創傷百分率の

平均値および標準偏差である．また第3表第4表

は，平均生存時間の異なる各グループと創傷度合

との相関関係を示しているが，これらの表におい

て，平均生存時間の短い第1グループでは第1▽度

の創傷の平均百分率が最：も高く，第2，第3グル

プの順に減少し，平均生存時間の最も長い第4グ

ループでは0となっている．しかし第1，II，皿度

および創傷全体としての平均百分率においては，

このような相関当為は認められない．しかし乍ら

第IV度火傷（炭化）についての到定も必らずしも

容易とは言い難く，第皿度火傷において皮膚が黒

褐色に変じている揚合にこれを第N度の炭化と到

陣した可能性もないとは言えない．また平均生存

時間の最も短い第1グループにおける第W度火傷

の場合は，これが生前に受けたものか死後のもの

か一定することができないのが普通であると言わ

れている．このような点を狂えると，第W度火傷

についての平均創傷百分率もまたどの程度意義を

もつものかはなお検討を要するところである．

 また全体としてこれらの表を見ると，標準偏

差が非常に大きいことからも分るように，各グル

ープおよび全体としての個々の創傷百分率の値の

ちらばりが大きく，変動の巾が大きいことを示し

ている．このことは創傷の程度および創傷百分率

の推定の方法に問題があることはもちろんである

が，同一創傷程度，同一創傷百分率であっても，

創傷部位によりその影響力が異なることも関係し

ているのではないかと思われる．かつまた第2図

にも示されているように，種々の年令層のものが

雑多に含まれているので，たとえば0才のものと

老人とでは同じ創傷百分率であってもその影響が

同一とは老えられない．そのように非常に多くの

要素が混在していると集えられるので，このよう

な解析をするにあたっては，創傷の程度および創

傷百分率をできるだけ正確に推定することはもち

ろん必要ではあるけれども，創傷部位・年令など

の要因別に分けて解析することもまた必要であろ

う．しかし今回は忌数も少なく，創傷の程度と創

傷百分率の推定にかなりの誤差が入って来ている

と思われるので，このような要因別解析を行なう

ことができなかった．

 次の第5表には，全体としての創傷百分率に対

して平均生存時間の異なる各グループの例数がど

のように分布しているかを示す．第6表より第10

表までは各グループおよび全体としての創傷百分

率に対する各年令二二数の分布状態を示してい
る．

 これらの表からも明らかなように，全体として

みるとき創傷百分率10％以下のものは129例の死

亡者中には1例もなく，また平均生存時間の短い

第1グループでは20％以下のものは見られない．

すわち創傷百分率20％以下で1時間以内に死亡し

たものは129例中1例もなかった．またこの第1

一 554 一
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第5表 平均生存時間の異なる各グループおよび
全体としての総創傷百分率の分布状態

∵て「・
1一 10

11 一 20

21 一 30

31 一 40

e

41 一 5e

51 一 60

61 一 70

71 一 80

81 一 90

2

2

2

9

1

7

ユ9

2

91 一 100

．L一?F

3

4

6

8

5

3

6

3

15 ［ 2

57 1 40

3

1

2

1

7

5

o

6

4

1

o

o

1

3

o

o

計

5

8

9

！8

22

4

1

19

Y［7，

1 o i ls

24 8 」129

グループでは創傷百分率80％以上のものが，57例

中35例（約61％）という過半数を占めているのが

注目されるが，これは生前の創傷のみならず死後

のものも混同されている揚合があるためではない

かとも思われる．

 第2グループにおいては，11～20％で死亡した

3例があるが，その1例は0才であり，他の2例は

70才～80才の高齢者である点が注目される．また

21～30％で死亡した4例は，0才，1才，2才，6

才，であった．また第3グループについても11～

20％で死亡した1例は0才であり，21～30％で死

亡したうちの1例は0才であった．第4グループ

については11～20％で死亡した1例は71才の老入

であって，検案書にも火傷後の衰弱死となってい

第6表 全体としての年令別総創傷百分率の分布状態

隊＼  年令

0／0×

 1一 10
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第7表 受傷後1時聞以内に死亡せるものを含む第1グループの年令別

総創傷百分率の分布状態

ド》ぞ
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第8表 受傷後1時間から25時間までに死亡せるものを含む第2グルL・一プの

    年令別総創筋百分率の分布状態

状1 10

11 一 20

21 一 30

31 一 40

41 一 50

51 一 60

61 一 70

7！ 一 80

81 一 90

91 一 100

O－10  ユ1－20 2ユー30

1
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1
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ユ
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ユ
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7

3ユー40
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6

3
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1 40

第9表 受傷後25時間から8日までに死亡せるものを含む第3グループの
年令別総創傷百分率の分布状態
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第10表 受傷後9日から102日までに死亡せるものを含む第4グループの
年令別総創筋百分率の分布状態
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る．

 第6表により全体として見るとき，10才以下の

子供の数が最も多く129例中33例も見られる．こ

のことは一般的解析の項でも一寸ふれてあるが，

いま第：7表，第8表によって明らかなように，平・均

生存時間の短い第1および第2グループ中に33例

中の29例が含まれている乙とによる．これには

色々な原因が関係していると思われるので一概に

は言えないが，この解析結果だけから到断ずる

と，火熟思の子供に対する影響のほうが成人に対

するよりも大きいことを示しているとも考えられ

る．

 さらに全体としてみるとき，40％以下の創傷で

死亡したものは129例中僅か21例（16％）であっ

て，そのうちでも6才未満の子供および71才以上

の老人が圧倒的に多く，21例中16例（76％）を占

めている．また40％未満で死亡した成人例は僅か

．5例で，全体の僅か3．9％にすぎず，このように

創傷百分率が低くて死亡した成人の創傷程度はか

なり高度のものと推定さ’黷驕Dしたがって，創傷

百分率の測定に幾多の不確定さがあると思われる

にしても，創傷百分野が40％以下で死亡した成入

の割合は非常に少なく，大部分が40％以上の創傷

を負っていると推定されるものである乙とが注目

される．

         総  括

 著者らは，監察医務院の検案書にもとづき，昭和

36年の東京都内における火熱傷死129例につい

てその実態を把握するために，死因別，種類別，

男女別，年令別，月別，発生時間別に一般的な解

析を行なうと共に，受傷後の時間と死亡速度の関

係に関する解析を行なった結果，致死傷害度を表

わす死亡定数および平均生存時間の異なる4っの

グループに分類した．次にこれらの各グループお

よび全体についてそれぞれ創傷百分率，火傷度お

よび年令との関係を検討した．

 創傷の程度および創傷範囲の推定には，幾多の

不確定な要素が含まれていると考えられるので，

生存時間との間に明確な相関々係は見られなかっ

た．しかし平均生存時間の異なる各グループおよ

び全体として創傷百分半と年令別例数との関係を

見ると，創傷百分率が40％以下で死亡したもの

は全体の16％であり，そのうち大部分が6才未満

の子供および71才以上の老人であり，成人は全体

の僅か3．9％であって，しかもこれらは創傷程度

の高いものと推定される．したがって40％以下で

死亡した成人の割合は非常に少なく，成人で死亡

した大部分は40％以上の創傷を受けていると推定

されるものであることが注目された．

 また火熱傷死129例中10才未満の子供の数が最

も多く33例にも達しているが，その大部分は平

均生存時間の短い第1および第2回目ープに含ま

れている．その原因としては，5才未満の乳幼児

のうちに熱傷死が多くみられるとか，その他色々

な要素が関係していると思われるので一概には言

えないが，比較的低い創傷百分率でも死亡してい

るものの中に子供の割合が多いことを合わせ考え

るとき，火熱傷の子供に対する影響のほうが大人

に対するよりも大きいのではないかと思われる．

 このような火熱傷死の実態をより明確に把握す

るためには，さらに創傷程度別，創傷部位別，年令

別など死亡に関係あると思われるいろいろな要因

別に解析することが必要と考えられるが，このた

めには先ず第一に，創傷程度，身体全体の表面積，

創傷面積創傷百分率などの，より正確な測定が極

めて重要な課題であると言わなければならない．

 稿を終るにあたり，御校閲をいただいた吉成京子教

授に深謝致します．なお一部図表の作成に御協力下さ

つた東京工大西脇研究室の小出恒子，上原ひろ子両氏に

厚く御禮申上げます．
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